
令和元年 12月 19日 

公益財団法人 建築技術教育普及センター 

 

 

令和元年一級建築士試験「設計製図の試験」 

標準解答例の公表について 

 

 令和元年 10 月 13 日(日)に実施された標記試験の標準解答例（合格水準の標準的な解答

例をいう。）を下記のとおり公表します。 

 一級建築士試験は、建築士法第 13 条及び第 15 条の２の規定に基づいて、国土交通大臣

の指定試験機関である当センター（理事長 井上 勝徳）が実施しています。 

 

記 

 

１．標準解答例は、試験の透明性を高めるとともに、建築士を志す者に対して、習得すべ

き知識及び技能（一級建築士として備えるべき「建築物の設計に必要な基本的かつ総

括的な知識及び技能」をいう。）の目安を示す資料として、当センターに設置された試

験委員会で作成されたものです。なお、設計条件のうち今回の試験において不十分な

答案が多かった「延焼のおそれのある部分」、「防火区画」等に関する一つの考え方を

この標準解答例に示していますので参考として下さい。 

この標準解答例は、当センター本部・支部及び都道府県建築士会の事務所に掲示する

とともに、インターネット上の当センターのホームページ（URL https://www.jaeic.or.jp/）に

も掲載します。なお、標準解答例は、合格水準の標準的な解答例を示すことを意図し

たものです。 

 

２．計画の要点等については、公表することにより、解答パターンが定型化するなど、適

正な試験実施に影響を及ぼすことが想定されることから、公表しておりません。 

 

３． この標準解答例を転載・複製等する場合は、当センターの許諾を得て下さい。 

 

４． この標準解答例に対する質問・問合せについては、一切お答えいたしません。 
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算定式は、算出過程がわかるものとする。算出結果は、小数点以下第１位までとし、第２位以下は切り捨てる。面積表

１　階
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建築面積
（算定式）

断面図　縮尺1/200

㎡　

３  階

26×37 - 7×6  =   920.0

19×13 + 26×12 - 7×6　=　517.0

26×37 - 7×6　 - 　19×12 　- 　7×6  = 650.0

26×37 - 7×6  =　920.0

920.0

2,087.0

標準解答例①
　(この標準解答例は、合格水準の標準的な

   解答例を示すことを意図したものです。)
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この欄は、設計条件のうち「延焼のおそれのある部分」

等の一つの考え方を示したものであり、今後の学習の

参考として下さい。
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【延焼のおそれのある部分】建築基準法第2条第6号の規定により、延焼のおそれのある部分は、隣地境界線、道路中心線等から、1階にあっては３ｍ以下、2階以上にあっては５ｍ以下の距離にある建築物の部分が該

当するが、防火上有効な公園等に面する部分は除かれている。本課題においては、東側の隣地境界線から、１階にあっては３ｍ以下、２階及び３階にあっては５ｍ以下の距離にある建築物の部分が該当し、この計画で

は東側外壁の開口部に所定の防火設備を設置した。なお、北側の道路（16ｍ）の中心線からの延焼ラインは敷地には及ばず、また、西側及び南側は防火上有効な公園であることから当該敷地に延焼ラインは生じない。

【防火区画】建築基準法施行令第112条第1項の規定により、主要構造部が耐火構造の建築物で、延べ面積の合計が1,500㎡を超えるものは、床面積の合計1,500㎡以内ごとに所定の防火区画を設ける面積区画が必

要となる。この区画間の開口部分には、特定防火設備の設置が義務付けられている。また、同第112条第9項の竪穴区画（階段・昇降路、吹抜け）部分には所定の防火設備を設置する必要がある。この計画では、竪穴

区画及び各階を1,500㎡以内とした階ごとの面積区画を行うとともに、施設の用途を考慮し、より高い安全性能を確保するため、竪穴区画を特定防火設備で区画した。

【敷地内の通路】敷地内に設ける通路は、建築基準法施行令第128条の規定を踏まえ、いずれも幅員を1.5ｍ以上とし、北側の道路又は西・南側の公園に通じさせた。
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算定式は、算出過程がわかるものとする。算出結果は、小数点以下第１位までとし、第２位以下は切り捨てる。
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）（
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（算定式）

（算定式）

（算定式）

建築面積
（算定式）

３  階

24×38 + 6×(2-1)  = 918.0 

24×38 - 6×8 - (12×12 + 6.0×1 + 7.2×5.6) = 673.68

24×38 - 6×8 - (12.5×16 + 7.2×5.6)  　　　= 623.68

24×38 - 2×6                    　　　　　　= 900.00

918.0

2,197.36

【延焼のおそれのある部分】建築基準法第2条第6号の規定により、延焼のおそれのある部分は、隣地境界線、道路中心線等から、1階にあっては３ｍ以下、2階以上にあっては５ｍ以下の距離にある建築物の部分が該

当するが、防火上有効な公園等に面する部分は除かれている。本課題においては、東側の隣地境界線から、1階においては3ｍ以下、２階及び３階にあっては５ｍ以下の距離にある建築物の部分が該当し、外壁の開口部

に所定の防火設備を設置する必要がある。この計画においては、１階は敷地境界線から３m以内に建築物の部分がないため、延焼ラインの図示を省略している。

【防火区画】建築基準法施行令第112条第1項の規定により、主要構造部が耐火構造の建築物で、延べ面積の合計が1,500㎡を超えるものは、床面積の合計1,500㎡以内ごとに所定の防火区画を設け面積区画をする必
要がある。この計画では、建築物全体を南北に分けて面積区画を行っており、1階から3階の床面積の合計が1,500㎡以内（＊）となるように、各階の吹抜けの北側のラインで南北に分け、両側廊下、吹抜け部に自動
閉鎖ができる所定の特定防火設備を設けて区画した。また、竪穴区画（建築基準法施行令第112条第9項）については、階段・昇降路、吹抜け（東側、西側、南側）の部分に所定の防火設備を設けた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【（＊）：北側（1階324.0㎡、2階288.0㎡、3階288.0㎡　計900.0㎡＜1,500㎡　／　南側（1階576.0㎡、2階335.6㎡、3階389.1㎡　計1,300.7㎡＜1,500㎡）】

【敷地内の通路】敷地内に設ける通路は、建築基準法施行令第128条の規定を踏まえ、いずれも幅員を1.5ｍ以上とし、北側の道路又は西・南側の公園に通じさせた。
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SS SS

SS SS

通風
室外機スペース

水平ルーバー

庇

吹抜け　

展示スペース

屋上庭園

150㎡

防

防

防

2回転

PS

水平ルーバー 水平ルーバー 水平ルーバー

駐車場

駐車場

PS

12,500

EV
人荷用

防

防

PS

EV

客用

防

防

PS

倉庫

前室

防 防

防

展示スペース
36㎡

EV
人荷用

防

防

PS

2
,
0
0
0

EV

客用

防

防

PS

防 防

防倉庫

Ｎ

書棚

2FL

3FL

5,000 5,000

防

防

防

防

防

防

防

防

防

防

防

防

防

3,000

令
和

年

一
級
建
築
士
試
験
「
設
計
製
図
の
試
験
」
答

案

用

紙

Ⅰ

元

断面図　縮尺1/200

１階平面図・断面図　縮尺1/200 ２階平面図　縮尺1/200 ３階平面図　縮尺1/200

エレベーター

ホール

1,500

エレベーター

ホール
エレベーター

ホール

庇

コーナー

延
焼
ラ

イ
ン

(2
階
)

延
焼
ラ

イ
ン

(3
階
)

道

路

境

界

線

隣

地

境

界

線

7,200

5
,
6
00

標準解答例②
　(この標準解答例は、合格水準の標準的な

   解答例を示すことを意図したものです。)
㎡　

㎡　

設計条件
2,000～2,400㎡

建築面積上限
921.6㎡以下

床面積合計

2,600

（A～D共用）

個
人
利
用
の
目
的
以
外
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に

無
断
で
転
載
・
複
製
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

SS SS

900＞

2
,
0
0
0

1,000

歩行距離(28.4ｍ) 歩行距離(31.7ｍ)

客土120㎡

4
,
0
0
0

1
0
0

鋼製下地による天井　

PC梁　

PC梁　

防

防

防

特

特

特

電気設備スペース

2,400
CH

面積区画
ライン

面積区画
ライン

面積区画
ライン

庇

(上部吹抜け)

短辺：長辺＝ 1：1.28

96㎡

短辺：長辺＝ 1：1.29
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0
0
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